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70 2025 年 

4 月１日

大島地域振興会

おおしま

大島

11,035

3,123

6

※令和 7 年 2 月末現在

4,310 24

28.3 634

大 島

令和 5 年度から、改めて作成を進めていた資源マップ。 

広い大島地域の全体像、そして自治会ごとの現状も見えるマップが完成しました。 

　より多くの方に見ていただけるように、コミュニティセンター入口に掲示。 

マップを見た地域の方からの細やかな気付きの声を、その都度マップに反映 

させています。

お お し ま

より多くの地域住民にこの事業への参加を促すため、昨年に引き続き２度の自治会長への事業説明を行うことで理解
を深めると共に、各自治会内での周知に協力を求めました。また自治会長を対象にアンケート調査を行い、各自治会が 

抱える事業促進に対する課題を確認した上で、令和 7 年度からの新たな事業体制を整備しました。 

大島地域支え合いマップの掲示

地域支え合いネットワーク事業の拡充

サテライト方式＋エリア制
●各サテライトは担当エリアの参加希望者を受け入れる。 

●地区・エリア間交流も積極的に行う。

サテライト

A 東部 寺西 赤井 今開発 本開発 新開発

B 北部 前田 小林 鳥取 南高木 北高木

森腰 八塚

井上 常磐町

D 中部 梅野 小島１区 小島２区 小島３区 小島４区

E 西部 中村 (仮)中野 さくら台 西園 若杉 大島北野

　　　　　担当エリア
エリア 地区 第３層SC

C 駅南 土田 新富町 三島野 新町



 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

大島コミュニティセンター

TEL：0766-52-6001
所在地：射水市小島 700 番地 1

射水市地域福祉課 

TEL:0766-51-6625　FAX:0766-51-6657 

所在地：射水市新開発 410 番地１

◀過去の
かわら版
はこちら

◀地域支え
合いネット
ワーク事業
の紹介動画
はこちら

大島

大島 

※このかわら版は、各地域
コミュニティセンター、 

各地域包括支援センター
にも配布しております。

新たな事業運営

① サテライト方式＋エリア制を基本とした活動

② 大島コミセンで定例会議を毎月１回実施

③ 大島全体交流事業を年２回程度実施

④ 令和７年度の地域課題会議開催を目指す

より身近な場所での活動参加

活動実績と課題の報告・共有

支え合いネットワーク事業からみた課題検討

各エリア間と大島全体の交流会を開催

R６年 12 月 7 日（土）10:00～12:00 

大島全体交流事業「クリスマス交流会」

１部「防災教室」　射水市消防団南部女性分団 

２部「バンド演奏」リバティーズ 

♥お楽しみじゃんけん大会♥ 

　　　　　　　

参加者にはクリスマスツリーの飾
りを渡し、ツリーのタペストリー
に飾りつけ★ 

　　　　　　　

「能登半島地震から学ぶ、日頃の 

災害への備え」がテーマ。０次の 

備えとして防災ボトルを紹介！ 

　　　　　　　

1970～80 年代の歌謡曲、懐かし
のサウンドで、自然とリズムをと
り、口ずさみ、手拍子も♪ 

　　　　　　　

R7 年 2 月 12 日（水）10:00～11:45 

大島地域「プレ地域課題会議」

参加者：大島地域振興会、大島地区社会福祉協議会 

　　　　民生委員、第３層生活支援コーディネーター 

　　　　大島地域のケアマネジャー、保健センター 

　　　　市役所、市社協、包括　　　　【計 33 名】 

　　　　　　　

交流会のサポーターと参加者が 

あいさつを交わしながら、笑顔で 

ハイタッチ♥ 

サンタさんとのじゃんけん大会！ 

勝者には、会場に飾ったポインセ
□チアをプレゼント  

大島地域包括支援センター 

TEL:0766-52-8050　FAX:0766-52-8051 

所在地：射水市小島 700 番地１

１０６名が参加。 

隣近所のつながりから 

大島全体のつながりへ。 

そして、支え合い・ 

✨助け合える関係へ

★大島地域のいいところ・不安なところを共有し、いつまでも 

安心して暮らし続けるために、地域支え合いネットワーク事業の 

中で、自分たちに出来ることを話し合いました。

 

どのグループの意見も、 

大島地域を、大島に暮らす人を、 

大切に想う気持ちにあふれてい
ました。

　大島地域では、地域支え合いネットワーク事業が大島全体で周知 

され、助け合い・支え合いの輪が広がることを目指しています。 

令和 6 年度は、広い大島において、多くの方が身近な場所で活動に参加

できる「新たな事業体制」を構築し、スタートすることが出来ました。 

今後は、更に多くの住民が顔の見えるつながり作りが出来る活動を展開 

していけたらと思います。 

すれ違うだけの関係から、挨拶を交わす関係へ、挨拶を交わすだけの 

関係から会話を楽しむ関係へ。 

そして支え合い、助け合う関係へと深めていきたいものです。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大島地域振興会


